
43年1月10日発行山之松報広第28号（1）

＝＝＝＝一　，一『ロ暇

一 一
一 ＝
一

一 ◎

コ
脳
一

一
一二

一

＝＝＝＝＝「　　一

一噸

一
『

＝

聞一
＝＝＝＝r

一 一

題字は 佐藤町長

印刷あかつき印刷所

下
籔
池
の
田
復
暴
万
円
慧
加

▽▽▽▽▽

医
師
は
新
大
か
ら
短
期
交
替
で

　
十
二
月
定
例
議
会
は
、
十
二
月
十
八
日
午
前
九
時
か
ら
町
役

場
で
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
昭
和
四
十
二
年
度
一
般
会
計
第
四
回
補
正
予
算
の

ほ
か
、
請
願
二
件
、
陳
情
一
件
を
採
択
、
午
後
二
時
閉
会
し
た

　
請
願
、
陳
情
の
内
容
は
別
項

鍵．

肇
佐
藤

騰
萌
繋
懸

偲
麟
全
緊
心
配

㍑
毒
噂
し
て
い
る
医
者

い
、
瓢
ぜ
縄
蜜
∵
の
蟹
に
つ
い

て
、
新
大
当
局
の
配
慮
に
よ
っ

て
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
、
短

期
間
交
替
で
医
師
一
名
が
派
遺

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
b
昆
笙
口

さ
れ
た

　
今
回
、
追
加
補
正
さ
れ
た
予

算
額
は
、
九
百
二
十
万
四
千
円

で
、
そ
の
財
源
は
、
地
方
交
付

税
五
百
三
十
五
万
円
、
災
害
復

旧
事
業
に
対
す
る
県
補
助
金
三

百
十
三
万
円
な
ど
で
あ
る
。

　
こ
れ
で
昭
和
四
十
二
年
度
町

の
総
予
算
額
は
二
億
三
千
四
百

四
十
九
万
円
と
な
っ
た
。

　追加を

要
し
た
主
な
事
業
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

項
目
　
　
金
額

一
、
松
之
山
公
　
三
七
五
千
円

会
堂
地
辻
復

旧
補
助
金

二
、
役
場
童
庫
　
六
八
O

移
転
増
築

三
、
畜
産
共
同
　
一
七
七

加
工
稜
里
痛
田
）

四
、
松
里
地
区
　
三
七
五

火
葬
場
補
助

五
、
養
魚
施
設
　
四
〇
七

補
助
稜
之
出
農
翅

△△△△△

六
、
除
雪
ブ
ル
運
　
七
五
〇
千
円

転
手
、
燃
料

七
、
消
防
団
退
職
　
五
三
三

報
償
、
公
災
負

担
金

八
、
高
校
生
下
宿
　
五
一
〇

醗
九
、
下
池
田
復
旧
　
二
九
七
〇

　
の
り
保
全
工
事

十
、
下
池
地
辻
地
　
四
四
九

　
区
ボ
ー
リ
ン
グ

　
エ
事

十
一
、
農
地
等
復
　
五
〇
〇

旧
事
業
借
入
金

　
利
子

請
願
の
内
容

一
、
食
肉
冷
凍
施
設
に
対
す
る

助
成
に
っ
い
て
、
浦
田
農
協

よ
り
提
出
。

　
（
七
万
円
の
助
成
を
決
定
）

二
、
大
字
松
之
山
に
常
設
保
育

　園を

建
設
す
る
こ
と
に
つ
い

　
て
、
松
之
山
ほ
か
四
部
落
総

　
代
並
に
母
の
会
小
塚
さ
く

さ
ん
か
ら
提
出

　
（
採
択
し
社
会
厚
生
委
員
会

　
　
に
附
託
さ
れ
た
）

陳
情
の
内
容

一
、
松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場
に

　
ロ
㌧
フ
塔
の
建
設
に
つ
い
て

　
松
之
山
ス
キ
！
連
盟
か
陳
情

　
代
表
者
で
、
商
工
会
、
観
光

　
協
会
な
ど
の
連
署
に
よ
る
も

　
の

　
（
採
択
し
、
産
業
委
員
会
に

　
　
附
託
さ
れ
た
）

編蛾
　
綴鳶凝覇鷲

霊1騰騨繍瀟臓
出
稼
者
の
正

月
帰
省
、
ハ
ス
は

十
二
月
三
十
一

日
、
午
前
九
時

四
十
分
無
事
到

着
し
ま
し
た
。

前
日
の
吹
雪

も
さ
り
げ
な
く

晴
れ
上
っ
た
こ

の
日
は
出
迎
え

の
家
族
達
も
朝

早
く
か
ら
参
集

し
、
電
話
で
刻

々
に
は
い
っ
て

く
る
バ
ス
運
行

の
知
ら
せ
に
落

つ
か
な
い
様
子

で
し
た
。

　
午
前
九
時
頃
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ご

挨
　
拶

町
民
の
皆
さ
ま
新
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
中
は
公
私
と
も
に
格
別
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
上
げ

町
長

佐
藤
重
孝

ま
す
。

本
年
も
ど
う
か
変
り
な
い
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い

申
上
げ
ま
す
。

松
之
山
町
の
地
辻
災
害
復
旧
事

業
も
国
県
そ
の
他
関
係
機
関
の

ご
高
配
に
よ
り
一
部
を
除
き
ま

し
て
大
体
順
調
に
進
め
ら
れ
つ

つ
あ
る
こ
と
は
被
災
関
係
者
と

と
も
に
喜
ん
で
い
る
処
で
あ
り

ま
す
が
し
か
し
町
に
は
目
下
重

要
案
件
が
文
字
通
り
山
積
い
た

し
て
お
り
ま
し
て
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
な
く
し

て
は
ひ
と
つ
と
し
て
解
決
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
ま
す
。

こ
と
し
は
山
積
し
て
い
る
問
題

の
な
か
か
ら
特
に
真
剣
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
こ
と
は
ま
づ
医
療
施
設
の

整
備
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
中

央
診
療
所
を
改
築
し
た
り
医
師

住
宅
を
設
け
た
り
し
て
医
師
の

招
へ
い
を
計
り
た
い
こ
と
で
あ

り
ま
ず
。

次
に
単
県
山
村
振
興
事
業
実
施

町
村
に
加
え
て
い
た
だ
き
ま
し

て
町
道
の
改
良
や
農
道
の
新
設

な
ど
今
後
の
産
業
発
展
へ
の
基

盤
っ
く
り
に
役
立
て
る
べ
く
努

力
を
傾
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
登
記
所
の
復
帰
へ
の
受
入

態
勢
、
明
治
百
年
を
記
念
し
て

の
事
業
、
町
制
施
行
後
満
十

年
に
な
り
ま
す
の
で
こ
れ
を
記

念
し
併
せ
て
地
辻
災
害
復
旧
を

祝
っ
て
の
記
念
行
事
を
十
一
月

に
執
り
行
い
た
い
と
希
っ
て
い

｝
大
島
村
の
中
野
で
バ
ス
が
溝
に

す
べ
り
こ
み
一
時
間
位
お
く
れ

る
と
い
う
情
報
が
は
い
る
と
、

「
さ
て
も
う
す
こ
し
か
」
と
い
い

な
が
ら
、
店
に
は
い
る
も
の
、

し
ば
ら
く
足
踏
み
す
る
も
の
な

ど
、
ま
ち
ま
ち
で
し
た
。

　
バ
ス
池
尻
通
過
〃
こ
の
頃
に

な
る
と
、
出
迎
え
の
人
々
に
混

っ
て
佐
藤
町
長
や
、
大
見
助
役

ら
の
顔
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
や
が
て
、
除
雪
の
ブ
ル
ト
ー

ザ
ー
の
わ
だ
ち
も
ま
だ
新
し
い

雪
道
に
、
エ
ン
ヂ
ン
の
音
が
、

伝
わ
っ
て
く
る
と
急
に
出
迎
え

の
人
垣
は
ざ
わ
め
き
、
一
人
一

人
が
の
し
か
か
る
よ
う
に
バ
ス

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
が
ら
を
新
年
度
予

算
編
成
に
あ
た
り
も
り
こ
ん
で

ゆ
き
た
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

ど
う
か
町
民
の
皆
さ
ま
の
旧
に

倍
し
た
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
皆
さ

ま
に
と
っ
て
も
今
年
が
幸
せ
に

恵
ま
れ
た
良
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
上
げ
ま
す
。

年
の
は
じ
め
に
あ
た
り
簡
単
で

あ
り
ま
す
が
ご
言
お
礼
と
所
感

の
一
端
を
申
述
べ
ま
し
て
わ
た

し
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
×
　
×
　
×

　
バ
ス
到
着
〃
ま
ち
構
え
た
よ

う
に
バ
ス
の
扇
が
開
か
れ
て
、

ほ
ほ
え
み
な
が
ら
真
新
し
い
オ

ー
バ
、
ア
ノ
ラ
ッ
を
着
た
凱
旋

将
軍
の
よ
う
に
元
気
な
出
稼
者

者
達
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
降
り
て
き

ま
し
た
。

　
一
同
は
、
佐
藤
町
長
か
ら
歓

迎
の
挨
拶
を
う
け
た
の
ち
、
松

里
、
浦
田
、
布
川
方
面
に
わ
か

れ
再
び
乗
車
、
我
が
家
へ
と
急

い
で
ゆ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
帰
省
バ
ス
は
、
東
京

方
面
か
ら
五
台
（
二
三
〇
名
）

名
古
屋
方
面
か
ら
一
台
（
二
〇

名
）
大
阪
方
面
か
ら
二
台
（
三

四
名
）
帰
省
者
は
合
計
二
八
四

の
方
向
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
名
で
し
た
。

待
望
の
全
日
制
に

　
　
　
　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校

　
高
校
の
全
日
制
へ
の
転
換
問

題
に
つ
い
て
は
、
町
民
多
年
の

宿
願
で
あ
っ
た
が
、
く
り
返
し

で
の
請
願
、
陳
情
が
容
れ
ら
れ

て
、
こ
の
ほ
ど
県
下
第
一
番
目

の
全
日
制
分
校
と
し
て
、
昭
和

四
十
三
年
度
よ
り
出
発
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
昨
年
十
二
月

県
立
高
等
学
校
募
集
学
級
案
と

し
て
、
安
塚
高
等
学
校
松
之
山

分
校
が
全
日
制
普
通
科
二
学
級

募
集
（
一
学
級
定
員
四
十
八
名

）
と
し
て
、
県
教
育
庁
よ
り
発

表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
県
下
、
初
の
全
日
制
分
校
と

し
て
、
今
後
も
ま
た
い
ろ
い
ろ

な
面
で
県
下
に
注
目
さ
れ
る
高

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

疲
と
な
．
た
存
で
あ
る
が

お
医
者
さ
ん
が
来
た

新
大
か
ら

短
期
交
代
で

　
町
に
ど
う
し
て
も
、
も
う
一

人
の
お
医
者
さ
ん
が
ほ
し
い
、

町
長
を
先
頭
に
関
係
機
関
へ
の

陳
情
が
く
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

　
切
実
な
要
望
に
こ
た
え
て
新

潟大

学
か
ら
、
短
期
交
替
で
明

春
三
月
頃
迄
医
師
が
一
名
づ
つ

派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

今
度
　
農
業
科
が
　
な
く
な

っ
て
、
そ
の
分
、
農
業
後
継
者

教
育
は
、
選
択
と
し
て
今
ま
で

ど
お
り
十
分
に
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
た
、
女
子
の
家
庭
科
教

育
も
同
様
な
方
法
で
、
従
来
と

ほ
と
ん
ど
異
な
る
こ
と
な
く
実

施
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従

っ
て
設
置
料
に
つ
い
て
は
、
実

質
上
、
今
ま
で
ど
お
り
と
い
う
一

こ
と
と
な
る
。

　
な
お
、
新
年
度
か
ら
の
「
入

学
試
験
」
は
県
下
全
日
制
高
校

と
全
く
同
様
な
日
時
、
科
目
、

方
法
と
な
り
、
科
目
は
「
国
語

」
「
数
学
」
　
「
英
語
」
の
必
修

三
科
目
と
、
選
択
と
し
て
「
理

科
」
　
「
保
体
」
の
計
五
教
科
五

科
目
と
な
る
。

た
。
こ
の
第
一
陣
と
し
て
十
二
一

月
二
十
五
日
、
青
木
医
師
が
着

任
さ
れ
ま
し
た
。

青
木
医
師
は
、
一
月
初
迄
中
央

診
療
所
で
、
診
療
に
あ
た
り
、

そ
の
後
は
、
白
木
医
師
と
交
替

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
、
青
木
医
師

　
名
古
屋
方
面
か
ら
の
車
は
．

今
回
は
松
代
と
合
同
で
配
車
し

た
た
め
、
帰
省
者
に
不
便
を
お

か
け
し
ま
し
た
が
、
次
回
は
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う

計
画
を
た
て
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
係
で
は
、
こ
の
帰
省
。
ハ

ス
に
つ
い
て
の
ご
意
見
等
お
寄

重
野
さ

ん
の
牛

せ
下
さ
る
こ
と
を
お
待
ち
す
る

と
と
も
に
、
各
位
の
理
解
あ
る

ご
協
力
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
、
松
之
山
か
し
わ
屋

前
に
着
い
た
バ
ス

最
優
秀
賞
に

　
十
一
月
三
日
高
田
市
で
開
か

れ
た
頚
城
連
合
畜
産
共
励
会
に

出
品
し
た
下
蝦
池
、
重
野
徳
一

さ
ん
の
子
牛
が
最
優
秀
賞
を
か

く
得
又
、
八
月
二
十
三
日
、
大

阪
市
で
開
催
さ
れ
た
「
く
び
き

肉
牛
枝
肉
共
励
会
」
に
出
品
の

浦
田
、
本
山
辰
二
さ
ん
の
肥
育

牛
が
最
優
秀
賞
を
得
る
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ら

和
牛
生
産
へ
の
日
頃
の
努
力
と

技
術
の
向
上
が
認
め
ら
れ
た
成

果
は
大
き
い
。

　
重
野
さ
ん
の
生
産
し
た
子
牛

は
、
母
牛
が
三
十
九
年
に
新
発

田
市
で
行
な
わ
れ
た
「
新
潟
県

畜
産
共
進
会
」
で
優
秀
賞
に
な

っ
た
も
の
で
親
子
連
続
の
上
位

入
賞
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
母
牛

重
野
さ
ん
は
、
　
「
よ
し
ふ
く
」

号
を
母
牛
以
上
の
体
型
と
能
力

を
持
っ
た
繁
殖
牛
に
育
て
上
げ

た
い
と
言
っ
て
い
る
。

韓
給
一
赫
鞭
μ
錘

重野さんの生産した子牛

項　　　　目 明 細
よ　　し　ふ

性 め　　　　　す
生年月日 昭　　42．5．18

血　　　　統
父貞
母よ

久号兵庫産（79．29点）
しえ号鳥取産（78．33点）

発　　　　育 体 重 185キロ

体 高 102．5センチ
（生後170日令） 胸 囲 129　〃

管 囲 13．5　〃

　
本
山
さ
ん
は
現
在
二
頭
の
肥

育牛を

飼
っ
て
お
り
、
毎
年
四

頭
を
出
荷
し
て
い
る
。
大
阪
で

最
優
秀
賞
を
受
け
た
肥
育
牛
は

当
日
即
売
さ
れ
た
枝
肉
は
キ
ロ

当
九
百
円
を
超
え
、
大
阪
布
場

は
じ
ま
っ
て
以
来
の
最
高
値
で

あ
っ
た
。

大阪で最優秀賞を受けた
本山さんの肥育牛

生　体重 530キロ

枝肉重量 290．4〃

〃　歩留 54．7％

〃　単価 910円
〃　価格 264．264円

ゴミ皮代 13．122〃
販売代売代 277．386〃

牛
で
五
＋
万
円
を

曽
根
の
佐
藤
さ
ん

　
町
の
子
牛
生
産
頭
数
の
五
五

％
を
占
め
、
今
年
も
す
で
に
百

八
十
頭
の
肥
育
牛
を
出
荷
し
た
…

浦
田
農
協
地
区
で
は
、
最
近
多

頭
飼
育
を
行
な
う
農
家
が
増
え

て
い
る
。

　
曽
根
部
落
の
佐
藤
契
一
さ
ん
一

も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
佐
藤
さ

ん
は
こ
こ
数
年
、
多
い
と
き
は

十
一
頭
、
少
な
い
年
で
も
六
頭

の
肥
育
牛
を
出
荷
し
続
け
て
き

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
目
標
の
畜

産
収
益
三
十
万
円
を
達
成
で
き

た
と
い
う
。

　
そ
こ
で
今
度
は
和
牛
肥
育
で

四
、
五
十
万
円
の
収
益
を
目
標

に
、
十
頭
の
多
頭
飼
育
に
挑
ん

で
い
る
。
農
業
後
継
雲
晟
資

金
（
五
年
間
に
年
賦
償
選
無

利息）を

借
り
て
牛
舎
を
新
築

し
六
頭
の
若
令
肥
育
牛
を
収
容

し
、
普
通
肥
育
四
頭
と
合
せ
て

十
頭
の
肥
育
を
行
な
っ
て
い
る

　
こ
の
他
に
も
、
湯
之
島
、
月

池
、
田
麦
立
、
新
田
な
ど
を
中

心
に
五
頭
以
上
の
和
牛
を
飼
う

農
家
が
出
て
き
て
お
り
、
農
業

経
営
に
も
た
ら
す
成
果
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　
と
く
に
二
の
浦
田
地
区
の
場

合
は
、
子
牛
の
生
産
増
を
図
り

な
が
ら
肥
育
の
多
頭
化
を
行
な

う
。
す
な
わ
ち
、
繁
殖
と
肥
育

の
素
牛
の
供
給
地
で
あ
る
と
同

時
に
肥
育
牛
の
産
地
形
成
を
行

な
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
特

色
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
方
法

は
「
浦
田
方
式
」
と
呼
ば
れ
、

県
下
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
方

法
で
あ
る
。

　
　
（
写
真
は
佐
藤
さ
ん
の
牛
舎
）

譲
渡
所
得
に

　
　
　
　
　
　
つ
い
て

土
地
や
建
物
な
ど
の
資
産
を
売

っ
た
場
合
の
所
得
を
譲
渡
所
得

と
い
い
、
譲
渡
代
金
か
ら
売
っ

た
資
産
の
取
得
費
や
仲
介
手
数

料
登
記
の
費
用
な
ど
を
差
し
引

い
た
金
額
〔
譲
渡
益
と
い
い
ま

す
）
か
ら
潰
渡
所
得
の
特
別
控

除
額
⑳
万
円
譲
渡
益
が
30
万

…
門
未
満
の
場
合
は
そ
の
全
額
）

を
控
除
し
て
計
算
し
ま
す
。
こ

の
場
合
、
売
っ
た
資
産
が
3
年

を
こ
え
る
期
間
所
有
し
た
も
の

で
あ
れ
ば
右
の
譲
渡
所
得
金
額

の
2
分
の
ー
だ
け
が
課
税
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
土
地

や
建
物
な
ど
を
売
っ
て
そ
の
代

金
で
1
年
以
内
に
住
宅
を
買
っ

た
場
合
は
居
住
用
財
産
の
買
換

の
特
例
が
あ
り
、
土
地
収
用
法

な
ど
に
よ
り
資
産
を
買
い
取
ら

れ
た
場
合
に
は
譲
渡
益
を
ま
ず

2
分
の
ー
に
し
て
計
算
す
る
と

い
う
特
例
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
譲
渡
所
得
は
翌
年
の

2
月
16
日
か
ら
3
月
娼
日
ま
で

の
間
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書

　
に
よ
っ
て
申
告
納
付
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
譲
渡
所
得

　
の
こ
と
で
お
わ
か
り
に
な
ら
な

　
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
い
つ
で
も

税
務
署
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

　
「
毎
月
5
の
日
は
税
の
相
談
日

　
で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
」

　
　
　
　
　
　
（
高
田
税
務
署
）

一79一
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辮
⑤
　
饗
纏

自
慢
の
共
同
火
葬
場

　
　
　
　
　
　
ず
い
道
と
用
水
路
に
辛
苦
の
歴
史

舗
響
窒

天水島

　
　
が
ん
が
峰
ず
い
道
の
あ
る
部
落

　
　
と
い
え
ば
誰
で
も
こ
の
部
落
を

　
　
思
い
お
こ
す
に
ち
が
い
な
い
。

　
　
　
汽
車
の
通
る
飯
山
線
へ
抜
け

　
　
る
に
は
あ
の
山
を
ぶ
ち
抜
く
こ

山　
■
と
だ
。
大
正
十
五
年
十
月
部
落

　
　
の
人
達
は
宿
敵
の
山
壁
に
ツ
ル

　
　
ハ
シ
を
振
っ
た
。

之　
　
　
〃
土
地
を
担
保
に

　
　
　
　
　
　
ず
い
道
ほ
り
を
〃

　
　
　
「
県
か
ら
四
割
位
の
補
助
を

　
　
　
も
ら
っ
た
。
あ
と
は
、
代
表

　
　
　
者
の
土
地
を
担
保
に
勧
銀
か

　
　
　
ら
金
を
借
り
て
工
事
費
を
ま

報　
　
　
か
な
っ
た
」

　
　
　
「
今
に
な
れ
ば
が
ん
が
峰
と

　
　
　
か
豊
原
峠
と
か
の
縄
張
り
を

　
　
　
乗
り
越
え
て
松
之
山
町
に
一

広　
　
　
番
有
利
な
線
と
い
う
こ
と
で

　
　
　
ま
と
ま
る
の
で
は
な
い
か
、

　
　
　
そ
う
い
う
時
代
に
な
っ
て
い

　
　
　
る
」

　
　
松
里
地
域
と
松
之
山
地
域
は
ど

　
　
っ
ち
の
峠
を
う
ち
抜
く
か
大
い

　
　
に
対
立
し
て
い
た
も
の
の
よ
う

　
　
で
あ
る
。

　
　
　
松
里
地
域
で
は
、
経
済
的
な

松
第28号

馬
に
乗
っ
て
が
ん
が
峰
を
越
え

た
素
朴
な
光
景
が
想
像
さ
れ
る
。

　
ψ
農
道
の
整
備
、

　
　
　
米
作
り
競
争
も
〃

　
町
の
中
で
も
凸
天
水
島
は
か

っ
て
は
作
業
馬
が
多
く
一
戸
当

り
の
構
成
人
口
も
多
か
っ
た
。

「
田
場
所
が
悪
く
て
手
間
が
要

　
る
。
距
り
が
遠
い
と
い
う
こ

　
と
が
そ
う
さ
せ
た
の
だ
」
と
。

昭
和
三
十
三
年
に
は
こ
の
部
落

だ
け
で
十
六
頭
も
い
た
馬
が
現

在
は
一
頭
も
い
な
く
な
っ
て
い

る
。

「
明
治
二
十
年
頃
に
は
盛
ん

に
水
路
を
作
っ
て
米
づ
く
り

に
は
げ
ん
だ
歴
史
が
あ
る
」

「

畜
産
、
キ
ノ
コ
、
鶏
も
い

い
が
、
こ
と
し
の
豊
作
を
け

い
機
に
や
は
り
米
だ
と
い
う

考
え
が
出
て
き
て
い
る
。

　
町
で
も
農
道
整
備
事
業
に
も

　
力
を
そ
そ
い
で
も
ら
い
た
い

　
こ
の
部
落
で
も
費
用
の
こ
と

　
で
不
完
全
な
ま
ま
に
な
っ
て

　
い
る
農
道
も
あ
る
」

　
「
開
田
に
精
出
し
て
い
る
者

　
も
あ
る
。
米
出
し
競
争
の
ム

　
ー
ド
を
高
め
る
こ
と
も
だ
い

じ
だ
」
と
。

　
　
自
慢
の
共
同
火
葬
場

　
こ
の
部
落
を
含
め
て
松
里
地

区
四
部
落
自
慢
の
共
同
火
葬
場

が
こ
と
し
十
月
に
完
成
し
た
。

部
落
長
の
久
保
田
さ
ん
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

「
総
経
費
は
百
六
十
万
円
、
中

　
　
　
坪
と
島
が
一
戸
四
千
百

葬
係
を
月
二
千
円
で
依
嘱
、

葬
料
の
四
千
円
も
こ
の
人
に
支
．

払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
十

二
月
の
町
議
会
で
こ
の
施
設
に

対
し
三
十
七
万
五
千
円
の
助
成

が
き
ま
っ
た
。

円
越
と
湯
本
が
四
千
八

百
円
の
負
担
で
す
。
火

葬
の
場
合
一
件
当
り
四

千
円
（
町
か
ら
三
千
円

個
人
千
円
）
を
徴
収
し

ま
す
。

部
落
の
人
達
は
極
楽
館

と
呼
ん
で
、
よ
ろ
こ
ん

で
い
ま
す
」

こ
の
ほ
か
に
専
門
の
火

　
　
　
　
　
　
　
火

　
〃
保
育
所
を

　
　
　
　
統
合
し
た
い
〃

　
こ
の
地
域
で
　
共
同
保
育
所
．

を
つ
く
り
た
い
と
い
う
希
望
も

あ
る
。

　
「
保
育
所
は
い
ま
越
三
二
人

　
島
三
〇
人
、
こ
れ
を
統
合
し

　
て
設
備
を
よ
く
し
た
い
が
仲

　
々
よ
い
場
所
が
な
く
て
困
っ

　
て
い
る
」

ご
婦
人
方
も
な
ん
と
か
実
現
し

て
ほ
し
い
と
同
意
見
で
あ
る
。

　
一
般
は

　
　
　
農
協
合
併
に
批
判
的

　
新
し
く
モ
ダ
ン
な
松
里
農
協

は
こ
の
地
域
の
方
々
の
シ
ン
ボ

ル
と
も
い
え
る
よ
う
だ
。

最
近
町
内
で
農
協
合
併
の
話
が

す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
こ
れ
に

つ
い
て
は
、

　
「
合
併
す
べ
き
時
代
に
き
て

　
い
る
の
で
な
い
か
、
い
ろ
い

　
ろ
な
意
味
を
含
め
て
」

　
ま
た
こ
う
い
う
意
見
も
あ
る
．

　
「
今
ま
で
は
朝
早
く
と
か
、

　
こ
と
に
よ
る
と
夜
な
べ
に
も

　
気
軽
に
用
を
足
し
て
も
ら
っ

　
た
こ
と
も
あ
る
。

　
合
併
し
て
大
き
く
な
る
と
ど

　
う
し
て
も
時
間
も
官
庁
な
み

　
に
な
っ
て
気
軽
な
用
足
し
は

　
出
来
な
く
な
る
。
か
え
っ
て

　
地
域
住
民
に
は
不
便
に
な
る

　
の
で
な
い
か
」

　
だ
か
ら
合
併
に
は
反
対
だ
と

い
う
。

　
部
落
の
中
で
も
上
層
部
は
賛

成
一
般
の
農
家
は
批
判
的
と
見

う
け
ら
れ
た
。

捌捌湯謝鋤励捌捌鋤捌捌捌捌捌捌
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湯酬賜揚湯湯湯湯渤捌捌揚捌賜捌

〃
新
し
い
役
場

ガ
ラ
ス
の
仕
切
り
が
ほ
し
い
〃

新
し
い
役
場
は
入
り
に
く
い

と
み
ん
な
は
い
う
。

　
「
ド
ア
を
開
け
て
入
っ
た
と

　
た
ん
に
、
全
職
員
が
い
つ
せ

　
い
に
こ
ち
ら
を
見
る
よ
う
な

　
感
じ
で
い
や
だ
、
窓
ガ
ラ
ス

　
の
仕
切
り
は
で
き
な
い
か
」

と
婦
人
方
は
訴
え
て
い
た
。

　
〃
生
業
で
生
活
し
た
い
〃

　
「
出
稼
の
帰
省
バ
ス
は
非
常

　
に
有
難
い
」
と
皆
ん
な
に
よ

　
ろ
こ
ば
れ
て
い
る
。

　
「
立
地
条
件
を
活
か
し
た
内

　
職
を
研
究
し
て
ほ
し
い
」

　
「
し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も

　
生
業
で
生
活
で
き
る
と
い
う

　
こ
と
を
基
本
に
お
互
い
が
努

　
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

　
で
は
な
い
か
。

が
ん
が
峰
の
山
々
に
は
既
に
初

雪
が
白
く
見
え
る
。
そ
の
中
復

を
ぬ
っ
て
え
ん
え
ん
と
用
水
路

が
き
ず
か
れ
て
が
ん
が
峰
の
向

う
側
へ
水
が
流
さ
れ
て
い
る
。

古
い
時
代
に
た
と
え
よ
う
の
な

い
辛
苦
の
す
え
、
完
成
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

　
部
落
の
す
そ
を
流
れ
る
越
道

川
の
流
れ
と
共
に
、
た
ゆ
ま
ず

．
耕
や
し
つ
づ
け
て
き
た
沢
山
の

人
々
の
労
働
の
尊
さ
を
今
更
の

よ
う
強
く
感
じ
な
い
で
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
。

　
　
　
（
顔
写
真
は
総
代
グ
保
田
さ
ん
）

　
　
　
　
　
　
（
共
同
火
葬
場
）

　
戸
籍
手
数
料
が

　
　
　
　
五
十
円

戸
籍
手
数
料
の
改
正
に
よ
り
各

種
の
証
明
料
が
四
十
円
の
と
こ

ろ
五
十
円
に
な
り
ま
す
。

　
実
施
は
四
十
三
年
一
月
一
日

か
ら
　
　
　
　
（
戸
籍
係
よ
り
）

。
，
9
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ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

　
暮
れ
の
十
二
月
二
十
三
日
松

之
山
小
学
校
で
、
町
内
の
農
協

・
役
場
・
郵
便
局
・
学
校
・
商

店
、
旅
館
な
ど
、
各
職
場
の
青

年
男
女
約
八
十
名
が
参
集
し
、

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

花
や
テ
ー
プ
で
き
れ
い
に
飾
ら

れ
た
会
場
に
、
ズ
ラ
リ
な
ら
ん
だ

若
者
達
の
手
か
ら
一
斉
に
ク
ラ

ヅ
カ
ー
が
パ
ン
パ
ン
と
威
勢
よ

く
飛
び
、
赤
青
黄
リ
ア
ー
プ
が

投
げ
ら
れ
る
と
会
場
は
ど
っ
と

に
ぎ
わ
い
若
さ
が
あ
ふ
れ
ま
し

魎
た
。歌

に
ゲ
ー
ム
に
フ
オ
ー
ク
ダ
ン

ス
に
、
今
年
は
じ
め
て
と
り
入

れ
た
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
人
気
が

集
ま
り
、
寒
さ
を
ふ
き
と
ば
し

て
の
四
時
間
で
し
た
が
、
親
睦

と
友
好
を
深
め
、
こ
の
冬
を
元

気
に
す
ご
そ
う
と
話
し
な
が
ら

し
ん
し
ん
と
降
る
雪
の
町
へ
、

散
っ
て
行
き
ま
し
た
。

昭
．
和 43年1月玲巳

燃 一
一
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観

の
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一　
　
”
”

砿
．

喬
　
｝
』
の
間
支

給
さ
れ
た
乳

児
の
ミ
ル
ク

の
一
部
負
担

が
八
か
ん
で

一
千
五
百
一
一

＋
・
円
で
し
た
。

　
今
ま
で
な 1臨

ミ
ヘ
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か
っ
た
制
度

　
　
　
　
　
　
だ
か
ら
と
い

　
　
　
　
　
　
え
ば
そ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
で
で
す
が
乳

　
　
　
　
　
　
児
の
ミ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
位
は
無
償
で

　
　
　
　
　
　
支
給
で
き
な

い
も
の
で
し
よ
う
か
。

　
私
は
戦
時
の
そ
開
者
で
す
が
、

松
之
山
の
生
活
に
は
す
っ
か
り

な
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ

冬
の
交
通
と
医
者
不
足
の
問
題

に
は
不
安
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
金
が
か
か
っ
て
大
変
だ
と
思

い
ま
す
が
、
冬
も
こ
の
一
本
だ

け
は
必
ず
車
が
通
れ
る
と
い
う

道
路
を
確
保
し
て
も
ら
い
た
い

　
中
央
の
診
療
所
に
も
お
医
者

さ
ん
を
み
つ
け
て
も
ら
い
た
い

殊
に
産
婦
人
科
医
を
、
町
ぐ
る

み
の
運
動
で
な
ん
と
か
で
き
な

い
も
の
で
し
よ
う
か
。
都
会
に

は
沢
山
の
お
医
者
が
お
い
で
に

な
る
と
い
う
の
に
。

松
口
志
賀
嘉
平
次
6
9

松
口
は
道
路
が
悪
く
て
困
り
ま

す
。
部
落
費
の
半
分
は
道
路
に

か
か
り
ま
す
。

　
町
道
な
ん
で
す
か
ら
町
か
ら

整
備
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
。

　
耕
運
機
が
部
落
に
入
る
の
に

荷
物
を
半
分
も
お
ろ
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
か
、
松
代
か
ら

池
尻
を
ぐ
る
り
と
ま
わ
っ
て
稲

を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

か
、
こ
れ
じ
や
困
っ
た
も
ん
で

す
。

　
次
に
川
手
分
校
の
煙
突
の
こ

と
で
す
が
、
ス
ス
が
机
ノ
！

ト
、
本
の
上
に
た
く
さ
ん
落
ち

て
来
て
困
っ
て
い
ま
す
。
煙
突

掃
除
を
先
生
が
や
っ
て
い
ま
す

が
、
人
夫
を
頼
ん
で
や
れ
る
よ

う
に
町
で
め
ん
ど
う
見
て
も
ら

え
な
い
で
し
よ
う
か
。

月
池
保
坂
正
直

町
に
い
ち
ば
ん
お
願
い
し
た

い
こ
と
は
、
道
路
を
良
く
し
て

も
ら
い
た
い
こ
と
で
す
。
職
業

柄
（
運
転
手
）
と
く
に
強
く
感

じ
ま
す
。
浦
田
と
室
野
を
結
ぶ

道
路
客
改
良
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
も
の
で
し
よ
う
か
。

　
松
之
山
は
農
業
で
成
り
立
っ

て
い
る
町
で
す
。
耕
地
条
件
を

良
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産

性
を
高
め
る
な
ど
、
農
業
を
良

く
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　
農
業
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
は

今
問
題
に
な
っ
て
い
る
後
継
ぎ

の
確
保
に
も
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。
私
の
部
落

で
も
後
継
ぎ

が
都
会
へ
出

て
帰
っ
て
来

な
い
家
が
た

く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
一
』
れ

は
む
ず
か
し

い
間
題
で
す

が
、
ど
レ
』
か

一
本
に
集
約

し
て
問
題
を

に
つ
め
る
，
』

と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

必ず保険証と

　印かんを

こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
イ
は

六
年
前
に
町
の
葵
・
青
年
団
を

中
心
に
各
職
場
の
青
年
、
役
場

郵
便
局
、
農
協
、
学
校
、
商
店

旅
館
の
、
若
い
人
達
の
間
で
計

画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
パ
！
テ
イ
に
集
ま
っ
て
来
る

層
も
年
々
広
が
り
、
子
供
さ
ん

の
手
を
ひ
い
て
う
れ
し
そ
う
に

集
ま
っ
て
来
る
す
が
た
も
見
え

こ
の
時
期
で
の
た
の
し
い
年
中

行事と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
イ
）
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先
月
の
公
報
で
も
お
知
ら
せ

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
届
出
に
は
必
要
書
類
の
添

付
が
な
く
我
々
担
当
者
は
事
務

の
整
理
が
復
雑
と
な
り
困
っ
て

い
ま
す
。

　
例
え
ぽ

　
出
生
届
の
際
は
母
子
手
帳
を

そ
し
て
国
屋
蟹
康
保
険
証
と
届

出
人
の
印
か
ん
を
必
ず
持
参
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
印

か
ん
の
み
を
持
っ
て
き
て
届
出

が
出
来
る
と
思
っ
て
い
る
方
が

多
い
。

　
又
死
亡
届
の
場
合
も
同
じ
い

こ
と
が
言
え
る
の
で
す
。
死
亡

届
に
お
い
て
も
印
か
ん
の
み
を

持
っ
て
来
て
そ
れ
で
総
て
用
が

足
り
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
方

　
今
後
こ
う
し
た
届
出
の
際
の

保
険
証
、
母
子
手
帳
、
又
死
亡

届
の
場
合
の
保
険
証
、
国
民
年

金
証
書
等
の
持
参
が
な
い
と
き

は
届
書
の
受
理
が
で
き
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◎
婚
姻
届
は
結
婚
式
と
同
時
に

　
一
天
で
届
出
を

　
こ
の
届
出
の
と
き
も
双
方
の

印
か
ん
と
国
民
健
康
保
険
の
保

険
誓
罠
年
撃
帳
が
必
要

で
す
。

奮
目
は
必
ず
十
四
日

　
以
内
に

　
転
入
転
出
の
届
出
に
も
国
民

健
康
保
険
の
保
険
証
が
必
要
で

す
。
転
入
の
と
き
は
今
ま
で
働

い
て
い
た
所
で
掛
け
て
い
た
保

険
の
種
類
と
最
後
に
掛
け
た
月

が
必
要
で
す
。

　
こ
の
期
間
を
過
ぎ
た
と
き
は

直
江
津
簡
易
裁
判
所
ま
で
出
向

い
て
二
千
円
以
下
の
過
料
を
徴

収
さ
れ
ま
す
。
注
意
し
て
下
さ

い
◎

醸　
　
灘
毬
本
年
の
稲
作
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
思
い
つ
く
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
改
良
普
及
員
樋
口

　
ち
よ
う
ど
今
年
は
、
県
で
は

「
米
百
万
ト
ン
達
成
運
動
」
に

と
り
く
み
昭
和
四
十
五
年
を
目

標
に
米
の
生
産
量
を
百
万
ト
ン

に
引
上
げ
よ
う
と
し
、
す
べ
て

の
関
係
機
関
を
動
か
し
、
県
民

ぐ
る
み
の
運
動
と
し
て
再
出
発

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
「
う
ま
い
米
づ

く
り
運
動
」
は
そ
の
趣
旨
が
〃

良
質
多
収
〃
で
あ
っ
た
が
〃
う

ま
い
米
〃
が
強
調
さ
れ
る
反
面

増
収
の
点
で
弱
か
っ
た
面
が
あ

り
、
期
待
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の

成
果
は
上
ら
な
か
っ
た
と
の
声

も
あ
る
。

　
当
松
之
山
町
に
お
い
て
も
「

百
万
ト
ン
」
に
呼
応
し
て
「
米

五
千
ト
ン
達
成
運
動
」
を
取
り

上
げ
て
、
最
後
の
年
に
は
十
ア

ー
ル
当
り
二
割
増
の
四
百
キ
・

を
目
標
に
取
組
ん
で
い
る
が
、

幸
い
今
年
の
稲
作
は
反
収
で
去

年
の
百
一
二
％
と
予
想
以
上
の

好
成
績
と
な
り
、
米
の
売
渡
量

に
お
い
て
は
百
二
十
八
％
を
記

録
し
た
。

）
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朗
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麗

渡
　
　
　
　
　
岩

號
　
　
　
晩
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醐
　
　
憾

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

米
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＆
誰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
率
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
比

　
◎
意
欲
が
も
た
ら
し

　
　
た
豊
作

　
地
す
べ
り
に
や
ら
れ
た
水
田

も
よ
う
や
く
復
旧
し
新
し
い
美

田
に
な
り
農
家
も
稲
作
に
対
す

る
意
欲
が
盛
り
上
っ
て
来
た
。

松之山
松　里
布　川
浦　田

11，214

5，284
4，327

14，121

10，261

4，838
4，040

13，117

12，480

5，530

4，616
14，853

15，856

7，537
5，771

19，074

計 34，9‘幡 32，256 37，479 48，238

甚十　　罰区　　969％　　895％・　　104％　　　1340

重（1）

雄

復
旧
直
後
は
地
力
が
不
安
定
で

肥
培
に
も
欠
け
た
こ
と
か
ら
収

穫
の
多
く
は
望
め
な
か
っ
た
が

今
年
は
素
晴
し
い
出
来
ば
え
を

見
せ
復
旧
田
で
反
収
九
俵
を
あ

げ
た
と
こ
ろ
も
珍
し
く
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
一
時
は
収
穫

か
ら
全
く
見
離
さ
れ
た
も
の
の

年
と
と
も
に
生
産
が
高
ま
る
の

を
経
験
す
る
と
き
、
初
め
て
実

感
と
し
て
復
旧
の
喜
び
を
か
み

し
め
る
こ
と
で
あ
る
と
と
も
に

新
た
な
増
収
へ
の
意
欲
が
わ
い

て
い
る
も
の
と
思
う
。
そ
れ
と

同
時
に
来
年
は
更
に
飛
躍
し
た

増
収
が
望
め
る
よ
う
今
か
ら
計

画
寮
必
要
と
思
う
。
今
年
の
競

作
会
の
結
果
で
は
町
の
ム
の
に

出
品
さ
れ
た
中
立
山
の
佐
藤
忠

義
さ
ん
が
銀
河
で
六
亘
二
十
八

キ
ロ
の
反
収
で
第
一
位
を
獲
得
。
．

浦
田
地
区
農
研
連
で
実
施
し
て

い
る
も
の
に
参
加
し
た
北
浦
田

の
早
川
数
市
さ
ん
が
農
林
四
十

一
号
で
七
百
七
十
キ
ロ
を
上
げ
、

と
も
に
今
ま
で
の
記
録
更
新
で

あ
っ
た
が
常
に
た
ゆ
ま
ざ
る
研

究
と
努
力
が
実
っ
た
も
の
と
思

う
。
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量
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